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ＩＳＭ（the Institute for Supply Management）の推移
総合

新規受注 生産 雇用 在庫 入荷遅延 受注残 仕入価格 輸出受注 輸入

09/08 52.8 63.0 62.9 47.0 35.0 56.0 52.5 65.0 55.5 49.5
09/09 52.4 59.9 57.5 46.5 41.2 56.8 53.5 63.5 55.0 52.0
09/10 55.2 58.3 62.2 51.8 47.3 56.3 53.5 65.0 55.5 51.0
09/11 53.7 61.5 60.2 49.6 41.4 55.7 52.0 55.0 56.0 51.5
09/12 54.9 64.8 59.7 50.2 43.0 56.8 50.0 61.5 54.5 55.0
10/01 58.4 65.9 66.2 53.3 46.5 60.1 56.0 70.0 58.5 56.5
10/02 56.5 59.5 58.4 56.1 47.3 61.1 61.0 67.0 56.5 56.0
10/03 59.6 61.5 61.1 55.1 55.3 64.9 58.0 75.0 61.5 57.0
10/04 60.4 65.7 66.9 58.5 49.4 61.3 57.5 78.0 61.0 58.0

U.S.Indicators マクロ経済指標レポート 

米国 回復ペースは広がりを伴い一段と加速(10年４月ＩＳＭ製造業景気指数) 
発表日：2010年5月3日（月） 

～世界的な製造業部門の回復感の強まり～ 

第一生命経済研究所 経済調査部 
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４月のＩＳＭ製造業景気指数は、60.4と前月から上昇し市場予想の60.0を上回った。

拡大縮小の分岐点である50を９ヵ月連続で上回ったうえ、04年７月以来の高い水準とな

っており、製造業部門の回復ペースは加速している。在庫（前月比▲1.2％ポイント）、

入荷遅延（同▲0.7％ポイント）が押し下げ寄与となった一方で、生産（同＋1.2％ポイ

ント）、新規受注（同＋0.8％ポイント）、雇用（同＋0.7％ポイント）が押し上げ寄与

となり、総合指数は前月比＋0.8％ポイント上昇した。さらに、拡大した業種数は17業

種（前月17業種）と、広がりを伴った製造業の回復を示している。 

各国の景気刺激策による需要拡大、在庫調整の進展によって、製造業部門の回復傾向

は持続している。 

予想を上回った同統計発表直後の市場反応をみると、株価は一旦下落も上昇に転じた。

10年債利回りは低下した。為替市場では、ドルは対円で強含んだ一方、対ユーロでの反

応は限定的。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後に関しては、景気対策による最終需要の持ち直しや、ハイテク需要の拡大傾向、

在庫復元の動き等による生産活動の活発化を背景に、2010年のＩＳＭ製造業景気指数は

高い水準で推移すると見込まれる。ただし、トレンドの変化に先行する新規受注・在庫

比率が09年８月をピークに10年４月にかけて低下していることから、ＩＳＭ製造業景気

指数は間もなくピークアウトすると予想される。 

ＩＳＭ製造業景気指数

は 60.4 と市場予想を上

回り、04 年７月以来の

高水準 

ＩＳＭ製造業景気指数は

間もなくピークアウトす

る可能性 
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IＳＭ製造業景気指数と新規受注・在庫比率の推移
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ＩＳＭ製造業景気指数と実質ＧＤＰの推移(四半期)
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輸出受注ＤＩが４月に61.0と前月比▲0.5％ポイント低下したが、小幅なうえに拡大

縮小の分岐点である50を大幅に上回っていることから、新興国、日本、ユーロ圏など世

界経済の拡大持続を示唆している。実際、４月の各国の製造業景気指数をみると、ユー

ロ圏が７ヵ月連続で50を上回り加速している。日本も安定的に拡大している。新興国で

は、インド、ブラジル、中国などが高い水準を維持した。これら各国の数値を合成した

世界製造業景気指数は、58.2（前月56.7）に上昇すると推測され、高い水準を維持して

おり、製造業部門は世界的に速いペースで拡大している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体の動きに遅れて動く傾向がある輸入ＤＩが前月比1.0％ポイント上昇し58.0と高

い水準を維持していること、日本の輸出・生産に先行する傾向がある新規受注ＤＩが前

月比4.2％ポイント上昇し65.7と高い水準を維持していることから、日本を含む先進各

国、ＢＲＩＣｓなど新興国の米国向け輸出の拡大ペースは、今後数ヶ月に亘り高い伸び

を維持すると予想される。 

各国の米国向け輸出の

拡大ペースは、今後数

ヶ月に亘り高い伸びを

維持 

世界製造業景気指数は

前月から上昇し高水準

を維持すると予想され

世界的に製造業部門が

景気回復を牽引 
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日本実質輸出とＩＳＭ新規受注ＤＩの推移
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ＩＳＭ雇用（右）

ＩＳＭ雇用判断と製造業雇用者数の推移

（注）雇用者数は３ヵ月移動平均。
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ＩＳＭ商品価格判断ＤＩ（右）

生産者物価とＩＳＭ価格判断指数の推移（％）

（注）ＰＰＩは3カ月移動平均、ＩＳＭ商品価格は1カ月先行。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雇用ＤＩが58.5と前月比3.4％ポイント上昇し水準も高いため、４月の製造業雇用者

数は増加幅を拡大すると予想される。ただし、価格競争の激化する中でコスト削減圧力

は強く、製造業部門での雇用の増加ペースは鈍化すると見込まれる。 

 

仕入価格ＤＩは、78.0と前月から3.0％ポイント上昇した。2008年ほどのインフレ圧

力はないものの、川中でのインフレ圧力が徐々に強まっており、今後企業収益を圧迫す

る要因となろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雇用ＤＩは 58.5 と４

月の製造業雇用の増

加幅拡大を示唆 

 

仕入価格ＤＩは 78.0

と川中でのインフレ

圧力の強まりを示す 
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